
　
２
月
22
日
、
市
民
図
書
館
の
起

工
式
を
祝
う
『
め
ば
え
の
日
』
が

市
民
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
図
書
館
の
運
営

な
ど
に
協
力
す
る
『
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
い
ま
り
』
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
心
の
こ
も
っ
た
温

か
い
ぜ
ん
ざ
い
約
３
０
０
杯
が
来

館
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
古
本
市
や
図
書
館
専
属
の
市

民
合
唱
団
『
い
す
の
木
合
唱
団
』

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
催
し

市
民
図
書
館
で
『
め
ば
え
の
日
』
を
開
催

市
民
図
書
館
の
『
芽
生
え
』
を
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
で
祝
福

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
市
民
図
書
館
の
起
工
式
が
行
わ

れ
た
の
は
、
今
か
ら
21
年
前
の
平

成
６
年
２
月
26
日
。
新
し
い
図
書

館
を
待
ち
望
む
市
民
約
２
０
０
人

が
建
設
予
定
地
で
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
ぜ
ん
ざ
い
を
囲
ん
で
夢

の
実
現
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
熱
い
思
い
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
、
こ
の
時
期
に
『
め
ば

え
の
日
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑会場は多くの家族連れなどでにぎわいました。
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開
発
行
為
と
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
①

　
埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
地
に

埋
蔵
さ
れ
た
文
化
財
の
こ
と

で
、
人
間
の
文
化
的
、
生
活
的

活
動
で
生
み
出
さ
れ
、
残
さ
れ

て
い
る
物
の
う
ち
、
歴
史
上
、

学
術
上
で
価
値
が
高
い
も
の
の

こ
と
で
す
。一
般
に
は
、『
遺
跡
』

や
遺
跡
内
の
『
遺
物
』、『
遺
構
』

を
指
し
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
国
民

共
通
の
財
産
で
あ
り
、
地

域
の
歴
史
と
文
化
に
根
ざ

し
た
歴
史
的
遺
産
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
埋
蔵
文
化

財
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
土
地
（
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
）
内
で
、
土

地
の
造
成
や
構
造
物
を
建

設
、
ま
た
土
地
の
形
状
を

変
更
す
る
行
為
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
教
育
委
員

会
に
必
ず
届
出
書
を
提
出

し
、
そ
の
指
示
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵

地
の
範
囲
外
で
あ
っ
て
も
、
工

事
な
ど
の
行
為
に
よ
っ
て
、
新

た
に
埋
蔵
文
化
財
を
発
見
し
た

場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
行
為
を

中
止
し
、
教
育
委
員
会
に
届
出

書
を
提
出
し
た
上
で
、
指
示
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

↑事前の届け出後の発掘調査で発見された石棺と銅鏡
（午

うま

戻
もどし

遺跡）

↑受賞の喜びを塚部市長（左）に報
告する小島哲郎会長（右）

　
黒
川
町
家う

ち

読ど
く

連
絡
会
が
、
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
全
国
の
団
体

を
顕
彰
す
る
『
地
域
再
生
大
賞
』

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
２
月
23
日
、

塚
部
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
同

会
の
小
島
哲
郎
会
長
は
、「
地
道
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

家
読
を
実
践
す
る
子
ど
も
は
、
日

ご
ろ
の
落
ち
着
き
や
、
文
章
の
読

解
力
に
差
が
出
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
家
読
が
も
っ
と
全

国
に
広
が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

伊
万
里
の
『
家
読
』
に
新
た
な
栄
誉

黒
川
町
家
読
連
絡
会
が
『
地
域
再
生
大
賞
』
優
秀
賞
を
受
賞

　
家
読
は
、
平
成
19
年
に
市
が
制

定
し
た
『
い
じ
め
な
し
都
市
宣
言
』

の
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
具
体
策

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
同
会
は
、

黒
川
町
が
家
読
推
進
モ
デ
ル
地
区

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
学

校
関
係
者
や
地
域
の
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
結
成
。
家
読
の

集
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開

催
し
て
お
り
、３
月
１
日
に
は
『
黒

川
町
「
家
読
の
す
す
め
」
発
表
会
』

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
川
町
の
ほ
か
に
も
、

大
坪
地
区
や
波
多
津
町
で
『
家
読

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』、
市
民
図
書
館

で
『
家
読
推
進
講
演
会
』
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
市
内
各
地
に
家
読

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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